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・茅ヶ崎都市計画ごみ焼却場の変更
・茅ヶ崎都市計画ごみ処理場の決定

平成22年５月25日(火）15時から
寒川町役場３階議会第１会議室

寒川町都市建設部都市計画課

説明内容

１．寒川町クリーンセンターの概要

２．広域リサイクルセンター整備の概要

３．生活環境影響調査

４．都市計画の案

５．今後の手続きの流れ
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１．寒川町クリーンセンターの概要

寒川町クリーンセンター 建設当時
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Ｎｏ.1 煙突上部20ｍ解体（平成22年1月18日） Ｎｏ.2 （平成22年1月25日）

Ｎｏ.4 いこいの家方向（平成22年3月19日）
Ｎｏ. 3 土間基礎撤去（平成22年2月19日）

寒川町クリーンセンター 解体工事

２．広域リサイクルセンター整備の概要
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（仮称）広域リサイクルセンター建設工事

住民説明〔小動・宮山（旭地区）・倉見（大村地区）外〕

クリーンセンター解体工事

設 計 施 工

生活環境影響調査説明会 ２／１９

都市計画説明会 ２／２５

公告・縦覧（２週間）

町都市計画審議会

告示・縦覧

（仮称）広域リサイクルセンター
建設準備

（仮称）広域リサイクルセンター整備推進委員会

説明会
１／23 小動地区
１／24 宮山旭地区
１／31 倉見大村地区

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
稼
動

全体スケジュール

ごみ処理関連計画の位置づけ

神奈川県
ごみ処理広域化計画

寒川町一般廃棄
物処理基本計画

湘南東ブロック
ごみ処理広域化

実施計画

藤沢市一般廃棄物
処理基本計画

茅ヶ崎市一般廃棄物
処理基本計画

(仮称）広域リサイクルセンター基本計画

神奈川県湘南東地
域循環型社会形成
推進地域計画
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位置図①

寒川町クリーンセンター
(仮称）広域リサイクルセンター

位置図②

目久尻川

一級町道小谷宮山29号線

町道宮山１０３号線

藤沢市

寒川町
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寒川町クリーセンター及び
（仮称）広域リサイクルセンター区域図

びん類 2.0 10.5 12.5 選別処理

かん類 2.0 6.0 8.0

ペットボトル 1.0 5.0 6.0

ﾌ゚ﾗｽﾁｯｸ製容器包装 4.5 13.0 17.5

紙類（直搬分） 0.5 1.5 2.0

布　　類 1.0 7.5 8.5

廃食用油 0.5 0.5 1.0

計 11.5 44.0 55.5

処理区分

選別・圧縮処理

貯留・保管

茅ヶ崎市

施設整備規模（ｔ/日）

計
区　　分

寒川町

3-④計画処理量

※紙類は直接持ち込み分のみ貯留・保管
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搬出入車両ルート図

 

市町行政区域界

主要走行ルート

①

町道小谷宮山２９号線より旭橋方向。
右にある道路は目久尻川沿いの宮山103号線。
～カーブミラー、道路鋲等の設置を検討します。

搬出入道路の安全対策①
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①

②

宮山１０３号線より旭橋方向。
～人道橋の設置を行います。

搬出入道路の安全対策②

３．生活環境影響調査
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生活環境影響調査とは

＊生活環境影響調査は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、
その調査の実施が義務づけられるものです。

１．手続きの流れ～市町村が設置する「一般廃棄物処理施設」の場合

地域の生活環境への影響を調査
↓

届 出
（設置の計画、維持管理の計画、生活環境影響調査書）

↓
施設の運営開始

２．内容～生活環境影響調査において対象とすべき調査事項、調査対
象地域の設定、並びに現況把握、予測及び分析

３．調査事項～施設の稼働並びに当該施設に係る資源物の搬出入及び
保管に伴って生じる生活環境への影響に関するもので、
大気環境（大気質、騒音、振動及び悪臭）及び水質です。

１-１資源物からの臭気や処理作業
に伴う粉じん

1.-２設備機器の騒音や振動

臭気や粉じん 騒音や振動

１ 施設の稼働に伴う影響

おもて

２-１運搬車両の走行に伴う排出ガス
２-２運搬車両の走行に伴う騒音や振動

自動車排出ガス 自動車騒音や振動

2 運搬車両の走行に伴う影響

行政区域界

主要搬出入道路

計画施設

計画敷地境界

凡 例

N

お手元の資料 おもて面 みぎ側です
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資源物

手選別

臭 気

受入設備

圧縮・梱包設備
プラットホーム

粉じん

○集じん設備

臭気や粉じんが発生する箇所に集じ
んフード等を設け、ダクト及び送風機
で吸引します。

○脱臭設備

施設内の臭気や粉じんを
集め、活性炭等で処理し
ます。

○エアカーテン

プラットホームへの搬
出入時に臭気や粉じ
んが施設の外部に出
るのを防ぎます。

○悪臭原因の回避

家庭での洗浄や不適物の除去をしていた
だくなどの啓発を行います。

１ 施設の稼働に伴う影響

お手元の資料 うら面 ひだり上側です

１－１ 資源物からの臭気や処理作業に伴う粉じん

２-④

予測項目 予測地点
単
位

現況調査 予測結果 基準値 ※

騒音

敷地境界 dB
45 51 55 以下

振動 25未満 45 65 以下

１－２ 設備機器の騒音や振動

設備機器からの騒音や振動の影響を予測した結果は、敷地境界でそれぞ
れ次のとおりであり、基準値を満足していることから、周辺地域に対する生活
環境の保全に支障のないものと評価します。

また、本事業の実施にあたって、設備機器の設置については、必要に応じ
て吸音材や防振ゴム等を設置するなどの環境保全措置を適切に実施します。

お手元の資料 うら面 ひだり下側です２-⑤

※ 騒音及び振動規制法に基づく基準値（工場）
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物質 予測地点 単位
現況調

査
予測結果 基準値 ※

二酸化窒素（NO2）

町道小谷
宮山29号線

ppm 0.017 0.017008 0.04 以下

浮遊粒子状物質
（SPM）

mg/ｍ３ 0.020 0.020001 0.10 以下

２ 運搬車両の走行に伴う影響
２－１ 運搬車両の走行に伴う排出ガス

運搬車両の走行に伴う排出ガスの影響を予測した結果、次の物質において現況濃度に対す
る増加量は微量であり、かつ基準値を満足していることから、沿道地域に対する生活環境の保
全に支障のないものと評価します。

また、本事業の実施にあたっては、収集業者及び搬出業者に対し、制限速度の遵守、アイドリ
ングストップ等のエコドライブの徹底について指導を行っていくなどの環境保全措置を適切に実
施します。

お手元の資料 うら面 みぎ上側です

※ 環境基本法に基づく基準値（大気）

予測項目 予測地点
単
位

現況調査 予測結果 基準値 ※

自動車騒音
町道小谷宮山

29号線
dB

69 69.1 75 以下

自動車振動 43 43.1 65以下

２－２ 運搬車両の走行に伴う騒音や振動

運搬車両の走行に伴う騒音及び振動の影響を予測した結果は、現況と同様であり、かつ基準
値を満足していることから、沿道地域に対する生活環境の保全に支障のないものと評価します。

また、本事業の実施にあたっては、分別収集計画を検討し運搬車両の集中を回避するなどの
環境保全措置を適切に実施します。

騒音・振動の目安

お手元の資料 うら面 左ひだり下側です２-⑦

※ 騒音及び振動規制法に基づく基準値（道路）

騒音
（ｄB）

騒音の目安

80 地下鉄の車内（窓を開けたとき）

70 掃除機・騒々しい事務所

60 普通の会話・チャイム

50 静かな事務所

40 深夜の市内・図書館

振動
（ｄB）

振動の目安

80 戸、しょうじがガタガタと音を立てる

70 戸、しょうじがわずかに動く

60 静止している人だけ感じる

50 人体に感じないていど
出典：東京都環境局
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４．都市計画の案

今回行う都市計画の内容

【都市計画の変更】 「寒川町クリーンセンター」

・茅ヶ崎都市計画ごみ焼却場の変更・・・・・・・・・・・寒川町決定

【都市計画の決定】 「広域ごみ処理場」

・茅ヶ崎都市計画ごみ処理場の決定・・・・・・・・・・ 寒川町決定

・茅ヶ崎都市計画ごみ処理場の決定・・・・・・・・・茅ヶ崎市決定



13

ごみ焼却場の変更の内容

種 類 ごみ焼却場

名 称 寒川町クリーンセンター

位 置 高座郡寒川町宮山地内

区 域 （計画図参照）

面 積 約１．５ha

処理能力 ６０ｔ／日（３０ｔ／日×２）

計画図（ごみ焼却場）
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ごみ処理場の決定の内容

種 類 ごみ処理場

名 称 広域ごみ処理場

位 置 高座郡寒川町宮山地内

区 域 （計画図参照）

面 積 約１．２ha

処理能力 ５５．５ｔ／日

計画図（ごみ処理場）
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５．今後の手続きの流れ

都市計画の手続き

公
聴
会
の
開
催
等
に
よ
る
住
民

意
見
の
反
映

都
市
計
画
の
案
の
作
成

寒
川
町
都
市
計
画
審
議

会
へ
付
議

都
市
計
画
の
決
定
・変
更

決
定
・
変
更
内
容
の
告
示

法16条
素案の説明、

意見聴取

都
市
計
画
の
案
の

公
告･

縦
覧(

2
週
間)

法17条1項
作成した案を縦覧、

意見を募集

法19条1･2項
案と提出意見の要旨を
都市計画審議会に諮る

意見の提出
(縦覧期間中) 県知事の同意

法第19条第3項
町審議会可決の案につ

いて県の同意を得る

法19条 法20条
決定内容を告
示効力発揮

法17条2項
都市計画の案に対して

意見を提出できる

2月25日 5月6日～
5月20日 本日 6月下旬
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以上で説明は終了となります。


